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午後４時 人気ゲームのカードを見ながら、”車道に出てきた”

5歳男児が軽乗用車にはねられ意識不明の重体

２０１５年８月１８日（火）０時４１分

佐賀県の交差点で、１７日午後４時ごろ、５歳の男の子が軽乗用車にはねられ、ドクターヘリで病院に

運ばれたが、意識不明の重体となっている。目撃者によると、数人の子どもが、コンビニから人気ゲ

ームのカードを見ながら車道に出てきて、最後尾にいた男の子がはねられたという。

トラック事故の特徴 ”追突事故”が多い

「ヒヤリ」は、事故の「予兆！」

「安全確認」で、危険な「まさか･･･」を根絶！

○子供の飛び出しに要注意！

●”うっかり・ぼんやり”による交通事故を防止しましょう

●”スピードダウン”で安全運転

「慣れ」、「過信」 に注意！ ＜”だいじょうぶだろう”は厳禁＞

自分は、事故を起こすはずがない？ 事故に遭うはずがない？

脇道から乗用車が出てくるかも知れません！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

交差点手前で止まる時は車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

道内交通死100人 昨年より11日早く ”高齢者が半数”、50代が続く

◆前方不注意が多い◆

２０１５／０８／１７ １７：００

苫小牧市で１５日に発生した死亡交通事故で、道内の今年の交通事故死者数が１００人となった。昨年よ

り１１日早い。６５歳以上の高齢者が５０人（前年同期比１２人増）と半数を占めており、道警は、交通安

全の啓発や講話など高齢者対策に力を入れる考えだ。道警によると、年齢別では、５０代が１６人、６０～

６４歳が１０人と続いた。事故の主原因をつくった第１当事者も高齢者が３２人（同１０人増）で最も多く

、５０代が１８人、４０代が１４人で続いた。事故形態による内訳は車両単独が３４人、車両同士が３１人

、車対人が２８人だった。原因別では前方不注意が２６人で最も多く、ハンドル操作などの誤りが２０人、最

高速度違反が１７人だった。

前日の”酒” 「こんなに残っているとは…」

酒気帯び運転容疑、教員逮捕

２０１５．８．１５ １９：５２

宮城県警は１５日、道交法違反（酒気帯び運転）の疑いで、教員の男性容疑者（５２）を現行犯逮捕した。逮

捕容疑は１５日午前１１時半ごろ、宮城県の市道で、酒気を帯びた状態で、乗用車を運転した疑い。警察に

よると、交通機動隊がシートベルトをせずに運転していた容疑者を発見し、停車させたところ、酒の臭いが

したという。容疑者は「昨夜のうちに飲み終わっていて、こんなに残っているとは思わなかった」と話している。

苫小牧 はみ出し、対向車に相次ぎ衝突、死亡

２０１５．８．１７ ２０：１８

１７日午後２時２０分ごろ、苫小牧市樽前の国道３６号で、無職の男性（７４）の軽トラックが反対車線には

み出し、対向のトレーラーの右側後部にぶつかった後、直後を走る乗用車と正面衝突した。男性は搬送先の

病院で死亡が確認された。苫小牧署によると、トレーラーの男性（４５）にけがはなく、乗用車の男性（６６）

は胸部打撲の軽傷。

和寒 「前をよく見ていなかった」 はみ出し、バイクと衝突

バイク旅行中の男性2人、重体と重傷

【 ２０１５年０８月１７日 １９時５４分 】

１６日午前１０時４５分ごろ、和寒町日ノ出の国道４０号で軽乗用車がバイク２台に衝突、うち１台の無

職男性（６３）が頭を打ち意識不明の重体となった。もう１台の無職男性（４２）も重傷を負った。士別署は自動車

運転処罰法違反（過失傷害）の疑いで、軽乗用車のアルバイトの男（７３）を現行犯逮捕。男と同乗者にけがは

なかった。警察によると、男性２人は、それぞれ１人でバイク旅行中だった。現場は片側１車線の緩いカー

ブ。軽乗用車が対向車線にはみ出しており、軽乗用車の男性は「前をよく見ていなかった」と話していると

いう。


